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地区テーマ 「参加してロータリー活動を楽しもう」 

「世界を変える行動人」 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー  中 野  均 

６月は「ロータリー親睦活動月間」です。 
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私たちは「世界を変える行動人」として、強い目的意識を共有しています。  

今後5年間の計画は、 「より大きなインパクトをもたらす」 「参加者の基盤を広げる」 

                   「参加者の積極的なかかわりを促す」 「適応力を高める」 です。  

ロータリーのビジョン声明 
世界で、地域社会で そして自分自身の中で 

持続可能な良い   

人びとが 世界を目指しています 

 

国際ロータリーの 

バーチャルイベント（参加無料） 

     多くのご参加を！ 

・6月20日 第1回本会議 

・6月21日 第2回本会議  



ＲＩ会長 6月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 

 私のロータリーにおける旅路は、40年前に25歳でジケーター・ロータリークラブ
（アラバマ州）に入会したときに始まりました。それ以来、家族とともに数多くの忘れ
られない経験を重ねてきました。しかし、国際ロータリーの会長として世界をつなぐ
というこの経験にかなうものはありません。私個人のロータリーでの旅路を、ロータ
リーの旅路として皆さま一人ひとりと共有することができたのです。 

 今年妻のゲイとともに出会った素晴らしいロータリアン、ローターアクター、そして
その他ロータリーファミリーの人びとは、今後一生、私たちのインスピレーションであ
りつづけます。ウルグアイからウクライナ、そしてナイジェリアからニュージーランド、
さらにその他の国や地域でも、多くのクラブやプロジェクトを訪れてきました。東奔
西走し、地球を2回も1周し、北半球と南半球を行ったり来たりという体験をする機会
に恵まれました。どの国にも、どの場所にも、独自のロータリーマジックがありました。3月にジンバブエを訪
問した際、インドのロータリアンとともに医療職業訓練に参加しました。治療を求めて訪れた何千人もの人び
とに健康、希望、そして命を与えるプロジェクトでした。また、ジンバブエ首都のハラレで開催されたロータ
リー青少年シンポジウムでは、300人を超える青少年の熱気に触れることができました。とても刺激的な体
験となりました。 

 本年度、ロータリーは新たな行動計画を発表しました。どのクラブもこれを実行してくれていることと思い
ます。家族に働きかけ、あらゆる年齢層にリーダーシップを発揮する機会を授け、国際連合との連携75周年を
祝い、そして何よりも、ロータリーを成長させること。そういった本年度の優先事項に取りくむ皆さまの活動
に、私は力をもらいました。 

 新型コロナウイルスが世界中に広がる中、世界は一変しました。以前には思いも寄らなかったような形で
つながらざるを得なくなり、私たちの適応力が試されています。クラブ会合や地区大会、会長主催平和会
議、そして断腸の思いで2020年ロータリー国際大会（ホノルル開催）の中止という苦渋の決断を下してきまし
た。会合やイベント、何年も前から準備してきた企画が中止になったにもかかわらず、私たちは一致団結して
公益と公共の福祉を最優先させてきました。 

 ホノルル開催のロータリー国際大会を楽しみにしていた頃、アロハの精神を学びました。ハワイのロータ
リーの友が、「アロハ」とは互いに敬意と愛情を持つことだと教えてくれました。見返りは何も求めずに、人
を思いやり、大切にする精神です。アロハの精神は世界中どこの国や地域でも通用します。ロータリアン、
ローターアクター、ロータリーファミリーの一員として私たちはつながっており、アロハの定義のように、人と
人とのつながりの基本は、共通点を喜ぶだけでなく、相違点に互いに敬意を払うことにもあります。地域社
会は、互いに気にかけあい、大切にしあい、分かちあい、責任を持ちあう個人の集合体なのです。 

 新型コロナウイルスのパンデミックという危機に直面してロータリーのコミュニティが人類のために行動
を起こした姿にも、アロハの精神がみてとれます。私たちはまさに世界を変える行動人なのです。ロータリー
のコミュニティは常に、そして特にこのパンデミックに際して、アロハの精神を発揮してきました。この精神は
分かちあうべき贈り物であり、私たちは一人ひとりがこのロータリーの贈り物を授けられています。ロータ
リーファミリーの皆さま一人ひとりに、私はゲイとともに感銘を受け、インスピレーションを授けられ、そして畏
敬の念を抱いてきました。 

 本ロータリー年度の終盤には、世界が変わるような体験をしました。互いの生活をよりよくするための新し
い方法、一緒に先に進むための新しい方法を見つけ出しました。そして、地元の地域社会、世界中の地域社会
へのロータリーの贈り物を増やしていくために、私たちはともにロータリーを今後も成長させていきます。 

 ロータリーが世界をつないでいく中で、皆さまと過ごしたこの1年、ともに分かちあったこの旅路を、ゲイと
私は決して忘れることはありません。 



ガバナー 6月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

 梅雨入りも間近になり、皆さまにおかれましては益々ご清祥のこ
ととお喜び申し上げます。平素は、地区運営に何かとご理解ご支
援賜り誠に有難うございます。今年２月以降、新型コロナウイルス
感染者が増加し、収束が見られない中、地区委員会行事は中止又
は延期、クラブ例会も休会せざるを得ない状況で６月を迎えまし
た。 

 ５月２０日に大阪府、京都府、兵庫県の緊急事態宣言が解除され、
外出自粛や一部の業種を除いて営業自粛が解除となりました。皆さまにおかれまし
ては、今までどおりの対策、対応を続けて頂きたく思います。 

 さて、早いもので、今月で１２回目のメッセージになりました。昨年２月、３月４月と
諸々の準備期間を経て、７月を迎えました。７月２３日和歌山ロータリークラブを最初に
公式訪問が始まりました。真夏の中、「ロータリー１００年の鐘」を持ってです。大変でし
たが、各分区ガバナー補佐の方々にお世話になり有難く感謝申し上げます。地区大会
までに所属クラブを除くクラブを訪問させて頂き、それぞれのクラブの奉仕活動が
素晴らしいものであると認識させて頂きました。ガバナーという大きな役職に着かせ
て頂いた賜物であると感謝しています。 

 所属の堺東ロータリークラブをホストとし堺市内８クラブをコ・ホストで開催しました
地区大会も２日間盛大に挙行することが出来ました。お忙しい中、ご出席頂きました
ご来賓の皆さま、ロータリアンの皆さまに厚くお礼申し上げます。 

 昨年末には、インターアクトクラブ海外研修に同行させて頂きました。行先は、カン
ボジアでした。現地の小中学生との交流があり、私にとって貴重な体験をしました。ま
た、現地で事業をしている日本人より講演を聞き、小物を作成する体験、そして、イン
ターアクターと顧問先生１人が郊外の村でホームステイするプログラムでした。特に
ホームステイで、「今、それぞれ日本での暮らしが当たり前ではない。」ことを体現し
たことでしょう。 

 下期は、地区委員会事業に参加して、ロータリー活動を楽しませて頂くつもりでい
ました。冒頭で述べたとおり、今期の計画実行が全て無くなりました。しかし、これらの
事業は、地区運営に係るもので、３密を避ける方法で、中止・延期の決定及び情報提供
をする等ガバナー補佐会議を開催して来ました。 

 ６月は、緊急事態宣言が解除されたことで、クラブ例会も開催されるクラブもある
ことと思いますが、引き続き３密を避けるため、それぞれのクラブに合った方法で例
会を開催されますことをお願い致します。 

 最後になりますが、ノミニー、エレクト、ガバナーと２年余り、小生を支えてください
ましたガバナー補佐始め地区役員の皆さま、適時アドバイスを頂きましたパストガバ
ナーの皆さまに感謝申し上げ、メッセージに代えさせて頂きます。有難うございまし
た。 

多謝 



ロータリー親睦活動月間（Rotary Fellowships Month） 

筆：ズハール・シャープ（RI職員） 

 クラブに入会し、活動を続ける主な理由の一つが「親睦」。生涯に
わたる友情を築く機会の一つとして、ロータリー親睦活動グループ
があります。これは、共通の趣味や職業を持つ全世界のロータリア
ン、配偶者、ローターアクターが集まり、親睦を深めるグループです。
分野は多岐にわたり、テニス、ワイン、マラソン、料理、スクーバダイビ
ング、自動車、ジャズ、コンピューターなど、計64のグループがありま
す。行事、コンテスト、会合を通じて、クラブや地区、さらには国境を越
えた交流を楽しめるだけでなく、毎年、ほぼ半数のグループがロー
タリー国際大会に参加し、友愛の家で展示を行ったり、非公式関連行
事を開いてともに活動したり、仲間との親睦を深めています。 

 中には、趣味や職業を生かして奉仕活動を行っている例もあり、ポ
ルトガルのフードバンクに冷蔵輸送用のトラックを寄贈したグループ、
ロータリークラブと協力してタンザニアの恵まれない地域のための
奉仕プロジェクトを実施したグループもありました。このほかにも、毎
年恒例の競技会や晩餐会でポリオプラスのために募金を集めるグ
ループもあります。 

 6月のロータリー親睦活動月間には、さまざまな親睦活動グループの活動例をご紹介します。グ
ループの活動からアイデアを得て、皆さまの地域でも親睦活動月間にちなんだ活動を行ってみませ
んか。 

団結し続ける 

サーファーズユナイテッドロータリアンフェローシップ
（SURF）の創設者兼議長であるブレットモリー 

（2020年4月16日） 

 私たちをつなぐも
のは希望です。希望は
喜びを生み出し、それ
は私たちをロータリー
の家族として本当に結
びつけます。私たちは
また、これらの不確実
な時代において、ロー
タリーの会員として、
私たち一人ひとりがし
ばしば地域社会のリー
ダー、家族や会社の
リーダーであると見
なされていることを非常に認識しています。 

 COVID-19は私たちのフェローシップのメンバーに影響
を与え、何人かの素晴らしい友人、家族、同僚の命を奪
いました。また、多くの人々が仕事を失うという経済的
混乱を引き起こしました。ポジティブなものに焦点を当
てようと努力するにつれて、さらに何十万人もの人がウ
イルスを生き延びたことがわかりました。多くのサー
ファーズユナイテッドロータリアンフェローシップの会員
がテストに参加し、回復してきています。将来的にウイル
スや他の菌株を予防するワクチンが開発されることを
期待して多くの人が楽しみにしていますが、科学とバイ
オテクノロジーのコミュニティが人類のより良い利益の
ために協力するにつれて、私たちは良い結果も出てい
ます。 

 先週、Zoomを介して最初のSurfers Uniteビデオ会議
を開始しました。カリフォルニア、フロリダ、アリゾナ、ハ

ワイ、ブラジル、オーストラリア、ニュージーランド、さらに
はフィリピンからのメンバーのグループが集まったこと
は素晴らしいことでした。5月5日、またはカリフォルニア
ではシンコデマヨと呼ぶ次のズームイベントを楽しみに
しています。 

 会員は、この時期に行動を起こしており、この世界的
危機の真っ只中にポジティブな違いを生んでいます。カ
リフォルニア州サンディエゴダウンタウンブレックファスト
ロータリークラブのポーリンリムのようなメンバーは、さ
まざまなマスクを縫うために女性のグループと協力し
ています。彼らはすでに数百枚のマスクを納品しており、
HEPAフィルター用のインサートを備えたウォッシャブル
マスクを含むさらに多くのマスクを注文しています。 

 カリフォルニア州のサンディエゴロータリークラブ（ク
ラブ33）の弁護士であり、サーファーであり、ロータリア
ンでもあるダンシュナイダーマンは、医学界のニーズを
すぐに認識し、行動に移しました。ダンの父であるゲイ
リーは退職した整形外科医であり、サーファーズユナイ
トロータリアンフェローシップのビッグカフナライフタイ
ムメンバーであり、カリフォルニア州ラホヤゴールデント
ライアングルロータリークラブのメンバーであり、母親
のキャシーシュナイダーマン博士は小児科医です。率直
に言って、彼らは私たちがこれまでに知った最も有能な
2人です。ダンのチームは$ 6,0000米ドル以上を調達し、
3Dプリンターを使用してフェイスシールドの作成を開始
し、南カリフォルニアの3つの病院と医療センターの225
ユニットに納入しました。 

 私たちは皆、これらの困難な時期を共に乗り越えま
す。さらに、私たちは世界中の友達がお互いをサポート
するためにできることをしています。最近、ズームのビ
デオ通話を何度も行っていますが、地域のロータリアン
やローターアクターが他の人々のニーズに応え、食料
品を手に入れ、クラブの年長の会員やコミュニティの
人々への物資を送り込んでいる様子を見てきました。 



 新型コロナウイルス（COVID-19）によるホ
ノルル国際大会の中止を受け、6月20～26
日にオンラインでの初めての試みとなる
バーチャル国際大会が開催されることと
なりました。 

 バーチャル国際大会で会員の意欲、革
新性、忍耐を共に共有し、COVID-19に対応
するクラブの活動をご覧ください。国旗入
場式でロータリーの国際性を祝い、本会議
でつながる力を感じ取り、分科会でロータ
リーに参加する新しい方法を学び、優れた
講演者からインスピレーションを受け取り
ましょう。 

 今ほどロータリーが必要とされ、人のつ
ながりが求められるときはありません。今
こそ「ロータリーは世界をつなぐ」を合言
葉に、オンラインで私たちの結束を強めま
しょう！ 

 

スケジュール概要 
6月20日（土） 

 第1回本会議：ロータリーと共に“ちから”をつな
ごう（Together We Connect） 

  8:00～9:15：シカゴ（米国）時間［UTC-5］ 

  日本時間は同日の22:00～23:15となります。 

6月21日（日） 

 第2回本会議：ロータリーと共に学びを深めよう
（Together We Learn）  

  8:00～9:15：シカゴ（米国）時間［UTC-5］ 

  日本時間は同日の22:00～23:15となります。 

6月22日（月）～6月26日（金） 

  分科会  

 

 

 

主要な分科会スケジュール （特記がない
限り、すべてのセッションは英語で行われます） 

6月22日（月） 

 8:00：会員の参加を促すバーチャルツールの使
い方 

 12:00：ロータリー学友の参加促進 

 18:00：ロータリー行事をグリーンに：プラスチッ
クを無くし、二酸化炭素削減を目指そう 

6月23日（火） 

 8:00：新しいクラブの種類を通じたロータリー
の成長 

 12:00：会長ノミニーのセッション 

 18:00：小口融資のロータリー行動グループの
結成方法（スペイン語で発表） 

6月24日（水） 

 8:00：河川支援の取り組み：ロータリーとUNEP
パートナーシップモデル 

 12:00：ローターアクトの地位向上と今後 

 18:00：ロータリークラブにおける破壊的イノ
ベーション（スペイン語で発表） 

6月25日（火） 

 8:00：充実したグローバル補助金申請書の提出
方法 

 12:00：会長エレクトのセッション 

 18:00：2021年のデジタルトレンド：ミレニアルを
引き付けるテクノロジーの使用 

6月26日（金） 

 8:00：奉仕と代替例会で子どものいる家族の参
加を促す 

 12:00：ロータリーブランド 

 18:00：個人的成長の機会：ロータリーとトースト
マスターズの協力 

留意点： 

 これらのセッションは録画され、オンデマンド形
式でご覧いただけます。 

※シカゴ時間と日本時間との時差は14時間です。 



 ケニアのナイロビでは市民の80%近くが無認可居
住区で生活しています。そこでは、日雇い労働者ら複
数の世帯が一つ屋根の下で暮らす光景も珍しくあり
ません。店員や建設作業員、家庭内労働者として稼い
だわずかなお金で日々を生き抜くこれらの人たち
は、狭い空間で8人もの人が料理や宿題、食事、睡眠
といった生活を共にしています。 

 経済的に余裕のない多くのケニア人にとって、ソー
シャルディスタンシング（人との距離を空けること）
は、言わば「ぜいたく」です。 

 「北米などで発生している新型コロナウイルスの大
流行がケニアでも起これば、悲惨な結果となるでしょ
う」。ソーシャルディスタンスの難しさを指摘しつつ、こ
う語るのは、ムサイガ・ロータリークラブ会員のギー
タ・マネクさん（ロータリー財団管理委員エレクト）で
す。「予防策を徹底し、ウイルスに感染しないよう必至
にがんばっています」 

 世界保健機関が新型コロナウイルスのパンデミック
（世界的流行）を宣言した直後、ロータリー第9212地区
（エリトリア、エチオピア、ケニア、南スーダン）ガバ
ナーのジョー・オティンさんは、全地区にまたがる対策
チームを立ち上げました。ナイロビ-イースト・ロータ
リークラブのジョー・カマウさんがリーダーを務める
このチームは、地区内のクラブと連携し、手洗い場の
設置、職を失った世帯への食事の支援に加え、人びと
に配布する防護具を購入するためのファンドレイジン
グ（資金調達）を行いました。 

 「世界は今、かつてないほどロータリー
を必要としています」 

 「まず何から始めようか、とカマウさんが尋ねたの
で、手洗い場の設置から始めようと答えました」。対策
チームメンバーのマネクさんはこう回想します。 

 マネクさんは、エチオピ
アとケニアでファンドレイジ
ングの先頭に立ち、20日間
で21,000万ドル以上を調
達。さらに、集まった寄付に
対してケニアのプライム銀
行が同額を上乗せして拠
出することを申し出まし
た。チームはこの資金で水
タンク100台購入し、さらに
タンク納入業者からも追加
100台の寄付を確保しまし
た。金属製の台に設置され

たこの水タンクは100リットルを貯水でき、下部には真
ちゅう製の蛇口が取り付けられ、せっけん置きも備え
ています。対策チームはこの手洗い場をキリフィ、モン
バサ、ナイロビの各所に設置し、現在は国家衛生局と
協力して次の支援地を絞り込んでいます。現在、トラッ
クでタンクの交換をしていますが、当局は配管して水
を補給する方法を検討しています。 

 ロータリアンと共に奉仕プロジェクトに参加する市
民から成るグループ「ロータリー地域社会共同隊」
は、現地の人びとに効果的な手洗いの方法を教えな
がら、人びとが手洗いのために戻ってくる回数などの
データも収集。また、ケニア都市部のスラム街で少女
や女性の支援、擁護、教育に取り組む市民団体
「Shofco」とも連携し、手洗い場の監督を行っています。 

 さらに対策チームは、手洗い場に来た人びとから、
食料が不足している家庭に関する情報を集めていま
す。在宅勤務命令が出されたことにより、日雇い労働
者たちは生計を立てられなくなっているとマネクさん
は指摘します。そこでクラブは、日雇い労働者らに砂
糖、トウモロコシの粉、米、平豆、塩、石鹸などが入った
パッケージを配布しています。 

 クラブは、砂糖、トウモロコシの粉、米、平豆、塩、石
鹸などが入ったパッケージを配布しています。 

 一方、最前線で闘う医療従事者に配布される防護
具の入手は、さらに困難になりつつあります。納品業
者や寄付団体に掛けあい、医療用マスクとガウンを確
保しようと試みているものの、入手できる数は限られ
ており、またそのほとんどが空輸のため、非常に高く
付くとマネクさんは言います。 

 この危機においてプラスの要素があるとすれば、
ロータリアンの熱意の高まりによって他団体からの注
目が集まっていることが挙げられます。 

 「ロータリアンはいつでも真っ先に現場で活動して
きました」とマネクさん。「ロータリーの活動を知り、協
力したいと考えている銀行や保険会社など、企業か
らも協力の申し出が来ています」 

 母国ケニアに最も力を注ぐマネクさんですが、他の
ロータリアンたちもエリトリアやエチオピア、南スーダ
ンで活動しているそうです。 

 

 東アフリカでは、ソーシャルディスタンシングが経済的に難しく「ぜいたく」とされる地域がありま
す。ロータリークラブが連携し、これらの地域で手洗い場の設置や食料支援を行っています。 

記事 Arnold R. Grahl （国際ロータリー） 



一年を振り返って 

地区代表幹事 上松瀬 洋 

 一年経つのも早いもので、中
野ガバナー年度も終わろうとし
ております。 

 中野ガバナーに微力ながら、
お手伝いできたらと思い、代表
幹事を引き受けましたけれど
も、何一つ手助けもできなかっ
た事が悔やまれます。 

 ガバナーの職務がこれほどハードなものだと
は全く知るべくもなく、只、適任であるというだ
けで中野氏をガバナーに推薦しました。中野ガ
バナーは、さすがであります。中野ガバナーはそ
の大任をみごとに遂行してくれました。それこ
そ、３６５日、ロータリーの為だけに使ったと言って
も過言ではないくらい、ロータリーの為に尽くし
てくれました。只々、頭の下がる思いです。 

 ロータリー年度の前半は各クラブ訪問と地区
大会と大変多忙な日々でありました。 

 クラブ訪問につきましては、私も、１０クラブ程、
ガバナーと同行致しましたけれども、多勢の方々
と知己を得られました事は、私の大きな財産であ
ると思っております。そして、各クラブが様々な
奉仕活動をなされている事に対して、深い感銘
を受けました。 

 ロータリー年度後半につきましても、様々なイ
ベントが予定されておりましたけれども、新型コ
ロナの影響で中止になってしまい、大変残念で
あります。 

 いろいろと御協力いただいた、全てのロータリ
アンの皆様に感謝いたします。 

 誠に、ありがとうございました。 

 

1分区ガバナー補佐 武田 静也 

 ガバナー補佐の役割もよく解ら
ないままに引受け、一年半以上が
経過しましたが、私のガバナー補
佐としての一分区での仕事何をし
たのかと問われると、何もせずに
終わってしまったというのが現実
ではないかと考える次第です。 

ガバナー補佐を受けることなる人たちに伝える
ことがあるとすれば、ここ1年を通して考えてき
たことを述べたいと思います。 

  まずはなったことのある人は最初みんな（い
や私だけかも）思った事だとおもいますが、なに
をどうする役なのかがピンときませんでした。読
んで字のごとくで。ガバナーを補佐するんだと
いう漠然とした思いはあるのですが、具体的に
は解らないのです。それは会長とか幹事なら身
近にいて、例会とかで出席していれば解ってくる
のですが、身近に問合せ出来るシステムもなく、
前年度から概要の伝達もないし、研修もないわ
けで、分区の中でどう言う役割をしていけば良
いのかがわかりませんでした。単にガバナーの
メッセンジャーならそれで良いのですが、メッセ
ンジャーとしては、それも公式訪問前の事前訪問
以外にないような気もしますが、ただこれは一
分区だけの問題かもしれません。たまたま、一分
区は以前あったインターシティミーティング（IM）
もなくなり、分区としての機能が成り立っていな
いと言うのもあるのかもしれません。しかし、一
端廃止になった事業を復活させるのは大変な労
力が必要となります。近年、会員減少が地区及び
分区、各クラブにおいても深刻な問題となって
おり、会員減少がより事態を難しくしていると考
えます。単年度だけのガバナー補佐だけでは分
区を把握するのは難しいことです。分区における
歴代ガバナー、ガバナー補佐、当年度の会長、幹
事が現ガバナー補佐を支える仕組みが少しでも
できあがれば、前述の問題も少しは改善され、今
後、ガバナー補佐をされる方の心的不安の解消
や、役割に対する考え方にも繋がっていくので
はないかと考えます。 

 1年間、色々な機会を与えてくれたことは大変
良かったことだと感謝しております。例えば地区
の事業のあり方、地区組織、そして何より苦労さ
れているガバナーを身近に見ることが出来たの
は大変勉強になりました。また、地区の役員、委
員長の皆さんの苦労を肌で感じ、友好な関係を
築けた事は私に取って貴重な一年となりました。
又、分区において日頃交流のないクラブを訪問
することにより、貴重な意見や提案を頂いたこと
は本当に貴重な体験となり、今後のロータリー活
動に生かしていきたいと考えています。この一年
間、ガバナー、ガバナーエレクト、ノミニー、地区
役員、各委員長、各ガバナー補佐の皆様には大
変お世話になりました。この場を借りてお礼申し
上げます。 有り難う御座いました。 



     2分区ガバナー補佐 細川 幸三 

 2019～2020年度 中野均ガバ
ナーの補佐として2分区を担当さ
せて頂き、私個人として大変有意
義なロータリー活動をさせて頂き
ました。2018年初冬頃よりガバ
ナー補佐・地区幹事（予定者）合同
会議が始まります。その会議では
中野ガバナーを中心に地区の
様々な活動等が決定されていきます。同時に補
佐としての責任感を感じながら2019年7月、中野
ガバナー年度がスタートしました。 

 特に記憶に残るのは、ガバナー公式訪問時の
会長幹事さんとの懇談会です。中野ガバナーの
お供で分区内クラブの例会に参加させて頂き、
ガバナーと共にクラブ会長．幹事さんとロータ
リークラブ事情についての意見交換を行ったこ
とが印象に残ると共に大変参考になりました。 

 ロータリー歴約20年、多くの方と知り合い、ま
たロータリーについて教えを頂きましたが、ガバ
ナー補佐として地区に携わり中野ガバナーとも
直接関わりを持てた事、他の補佐さんや地区幹
事さん、委員会委員長さん、他クラブ会長幹事さ
ん、全ての会員さん、（特に分区2）との出会いが
私のロータリー歴や人生の上で大きな財産とな
りました。年度後半は新型コロナウイルス感染症
の影響を受け活動制限中ではありますが、一年
間を振り返り、私個人としては充実した一年であ
りました。 感謝！ 

 

3分区ガバナー補佐 森本 芳宣   

 地区の財務委員を3期の経験し
かない私がガバナー補佐を依頼さ
れたとき、軽い気持で引受け後悔
しながら〝地区を成功に導くリー
ダーシップ ガバナー補佐編″を
手に入れ、役割と責務を少し勉強し
ました。私は所属クラブにおいては
楽しんでいたつもりですが、ガバナー補佐を引
受けた事により中野ガバナーのスローガン「参加
してロータリー活動を楽しもう」を少し理解実践
出来たかと思っています。 

 地区行事に可能な限り参加しました。ガバナー
公式訪問が第3分区10クラブ、7～8月に集中しま
したので前もって各クラブ協議会に出席させて
もらったのが新会長、幹事さんの会期の初めだっ
たため活動計画書、活動報告書の作成が大変
だったと思います。ガバナーと一緒に訪問させ
てもらったのを含め2回以上出席させてもらいま
した。卓話を依頼され3回程。あまり話をするのは
好きではないのですが。各クラブの活動報告書、

計画書を見せてもらい所属クラブとの比較また
歴史、会費、入会金等、事業規模、財政状態の比
較をさせてもらい非常に興味を覚えました。ま
た、各クラブ奉仕活動の内容特徴を楽しく聞か
せてもらいました。 

 10月の地区大会でガバナー補佐として前の席
でR１会長代理 鈴木秀憲氏、神戸大学教授 木村
建次郎氏、2日目に吉本興業ホールディングス㈱ 
副社長 田中宏幸氏、大阪観光局理事長 溝畑宏
氏と4つの講演をききました。席が前だった事も
あり楽しく聞きました。木村教授の講演は内容が
難しいのに話がうまく皆さん良く聞いていたと
見渡して思いました。私は職業柄引かれたのが2
日目最後にあった溝畑氏の講演で、非常に楽しく
興味を引かれました。ただ残念なのは2日目15：
15開始となっていた為、皆さん多く帰られ空席が
多くなっていた事です。ガバナー補佐会議が毎
月開催される事は後でわかりました。私はガバ
ナー事務所へ行くのが一番近いと思います（約
0.5㎞）ので助かりました。 

 1年を簡単に振り返りましたが、残念なのは新
型コロナウイルスの拡散により後半いろいろな
催し、会議が中止になった事です。コロナに対し、
ロータリーがどう対処し、支援出来る事にどう対
処していくか、大変な時期を迎えたと思います。 

 

4分区ガバナー補佐 藤平 良光 

2019-20年度第4分区担当のガバ
ナー補佐をさせて頂きました。第4
分区は粉河ＲＣ、高野山ＲＣ、橋本Ｒ
Ｃ、河内長野高野街道ＲＣ、岩出ＲＣ
の5クラブで構成しています。当地
区では、長期に渡り定期的に会長
幹事会を開催しての連絡を密に良
い関係を続けています。また持ち回
りで合同例会を開催して、各クラブの連携を深め
てきました間柄です。その様な状況下での私の
今年度ガバナー補佐と致しまして、従前の延長
線上に分区を進めさせていただき、地区の現状
を再認識することが出来ました。またあまり努力
もせずに大いに楽しませて頂きうれしく思って
います、1年通じて皆様のＲＣへの情熱が非常に
熱く感じられ、反面私は歴の割に熱意の少なさ
が身に沁みています。人と人との交流には“思い
やり！恕”が大事と改めて思いました。皆様の熱
意がＲＣを前進させます。私もまだ頑張れると思
う心境なので、これからもよろしくお願いいたし
ます。この1年間本当にありがとうございました。 

 



5分区ガバナー補佐 豊岡  敬 

 昨年の7月から、中野年度が始まっ
たのですが、前半はすごく順調に推
移しました。ところが、後半になると
新型コロナウィルスの世界的な感染
拡大によって、2640地区だけではな
く、ロータリーの事業そのものの多く
が中止を余儀なくされました。特に6
月にハワイ・ホノルルで予定されていました国際
大会の中止は、全世界のロータリアンにとって残
念なことであったと思います。 

 分区5組は、大阪の大和川の南、南河内に位置
しており、南輪会と呼ばれております。今年から
富田林ロータリークラブと富田林南ロータリーク
ラブが合併となり、９つのクラブで構成されてお
ります。本年度の5組のホストクラブは、松原ロー
タリークラブでした。ガバナー公式訪問は、8月2
日の美原ロータリークラブから始まり、10月4日
の河内長野ロータリークラブで無事に終了しまし
た。それぞれのクラブで趣向を凝らした例会を
開催していまして、ガバナー公式訪問では、温か
く迎えて頂いたことに感謝致します。 

 分区5組の事業に関しては、ホストの松原ロー
タリークラブが中心となり、会長・幹事会議を開
催する中で、島ケ原カントリークラブで10月29日
に開催されました南輪会ゴルフコンペ、ボウルア
ロー松原で2月15日に開催されたIMボーリング大
会等で親睦を深めることができました。 

 本年度は、2640地区内の百舌鳥・古市古墳群
がユネスコの世界文化遺産に登録されたことも
ありまして、地元地域の歴史をテーマにした、IM
フォーラムの開催を松原商工会議所で、3月7日
に開催することを予定していましたが、新型コロ
ナウィルスの感染拡大によって、残念ながら中止
となってしまいました。 

 分区5組の事業としては、6月20日に都シ
ティー大阪天王寺ホテルで開催が予定されてお
ります、南輪会新旧会長幹事会が最後となり、次
年度のホスト美原ロータリークラブにバトンをつ
なぐことになります。 

 私は、2640地区青少年交換委員長としても務
めさせて頂きましたが、1月以降は新型コロナ
ウィルス対応に追われて、受入れ学生の本国へ
の早期帰国と、派遣学生を日本に帰国させるこ
とに翻弄されてしまいました。日本国内でも、店
頭からマスクや消毒用アルコール等が消えて、入
手困難になってきたおり、台湾から交換学生に渡
してくれと洗濯可能な布製マスクが送られてき
ました。送り主は、元RI会長
のGary C.K. Huang氏です。
まだまだ世界のコロナ禍は
治まっていません。ぜひ既に
帰国した交換学生に送って

あげたいと考えます。 

 新型コロナウィルスについては、一旦終息して
も、第二波、第三波が襲ってくる懸念があります。
早く完全に終息することを願うのと同時に、Gary 
C.K. Huang元RI会長のように、ロータリアンとして
この困難に立ち向い、世の中に貢献する術を考
える必要があるのではと思います。 

 

6分区ガバナー補佐 町谷 卓男 

 コロナ被害の全体像がまだまだ
見えてこない中にあって、大きな
影響、変化が予想されています。私
たちもまた、「より信頼され、より必
要とされる」企業づくり、事業の改
革が求められています。このこと
は、取りも直さず、奉仕の精神、利
他の精神に基づき、誰かの幸せを願って改革す
ることだと考えています。マスクもまた、お金を
出しても、買えなくなり、当たり前にあると思って
いたものが、当たり前にあるのではなくなり、そ
れらのことによって、ロータリーもまた例外では
なく、人がつくりあげてきたものであることに気
付かされました。 

 ７月に身に余る思いで就任。私自身、今まで漫
然とロータリーで食事を共にしているだけでした
ので、当然、何が何だか解らない。もともと、平成
3年に歯科医院を開業し、狭い世界で生きてきた
ため、きわめて世間知らず、更に悪いことに思い
付きで、芸術でも勉強（六拾の手習い）しようと４
月大学に入学したばかりでした。 

 そんな状態であるのに関わらず、クラブ協議
会に参加させて頂いた際には、すべてのクラブ
（１０クラブ）（多くの会員方々から、ニコニコを通
じて）から、大変な歓迎を頂きました。組織人とし
て、相手の尊厳を守り、組織を盛立てていこうと
する想いが伝わり、その紳士な、ロータリーを愛
する態度に感銘を受けました。そして多くのこと
を学ぶことが出来ました。 

 ガバナー訪問では、中野ガバナーの懐の深さ
のお蔭で安心してお伴させて頂き、大会でも、適
度な役割を頂き、大変楽しい時間を過ごさせて
頂きました。中野ガバナーが発せられた「感謝」
のお言葉が、今も心に響いています。 

一方、その想いにどれだけ答えられたのかは、は
なはだ疑問で、反省することばかりです。その寛
容の精神で、ご容赦願えれば幸いです。 

 中野ガバナー、藤井ガバナーエレクト、そして、
すべての会員、職員の方々のお蔭で、充実した楽
しい時間を頂きました。そして今、皆様方とご一
緒出来たことを、ロータリーの会員であることを
「誇り」と感じています。１年間ありがとうござい
ました。「感謝」です。 



7分区ガバナー補佐 谷 宗光 

 先ずは、今回のコロナウィルスに
よる、被害に対しお見舞い申し上げ
ます。 

  生きていく間には、予想もしない
事が起こるものだと、つくづく考え
させられ、どう対応し、乗り越えて
いくかを考え、歯をくいしばって生
活しているところです。 

 中野ガバナー年度に補佐の大役を仰せつか
り、私の様な者が役に立って分区の為、地区の
為、多くの仲間のロータリアンの為に、なれるの
だろうか？と少し弱気になっていましたが、ま
ず、ロータリーの事を知ろう！地区の事を知ろ
う！分区の事を知ろう！と一年間努めてまいり
ました。 

 その中で、見識の髙い先輩の皆様に色々と教
えて頂き、少しは能動的に活動できる様になって
きたのかな？と勝手に思い込んでいました。 

 その矢先年明けからのコロナ騒動で、世界中
がパニックに陥り、ロータリーの各種会合、活動
etc、世界大会までもが、中止となり本当に残念
に感じております。 

 ただ、コロナ騒動が無くても私個人は、エレク
トより落第！留年！を宣告されておりましたの
で、第２波、第３波を乗り越えながらもう一年勉強
させて頂き、２６４０地区のロータリアンとして地区
の運営の一助になれる様、微力ではありますが、
精進いたします。 

 次年度もヨロシクお願い致します。  

 

7分区ガバナー補佐 山中 喜八郎 

 第8分区 11クラブの担当ガバ
ナー補佐を仰せつかり、早1年が経
とうとしています。 

 今年度後半は、今までになかっ
た「新型コロナウイルス」が世界中
で暴れまわり、感染力が高く、ワク
チンも特効薬もないという厄介な
ウイルスに、どう対処して良いのかわからないま
ま、各クラブ例会、活動を自粛するなどの対応を
余儀なくされたクラブも多いかと思います。 

 今回ウイルスのパンデミックに直面し、私達
ロータリークラブが全力を挙げてこの世から無く
そうとしている「ポリオ（急性灰白髄炎）」もひと
昔前同じような状況に直面していた様に思いま
す。 

 実は、私は幼いときにこのポリオに罹り、運良
く治った一人です。当時は「小児麻痺」と言い、同
じ村で10人ぐらいの子供が一遍に罹りました。知
識も情報もない大人たちが、明らかに様子がお
かしい子どもたちにあたふたする中、村の唯一
のお医者さんが、偶然我が家の前を通り、相談し
たところ、もしかして「小児麻痺では？」と疑い、
直ぐに手術にかかってくれて、髄液を全部抜き替
え、幸いかな危機を乗り越える事が出来ました。
そのような経験もあり、ロータリーのポリオ根絶
が実現する日を願っています。 

 今、新型コロナウイルスによる緊急事態対応の
ためにも、世界中のロータリアンからの浄財によ
るロータリー財団によって、プロジェクトが次々に
立ち上がっています。 

 「疾病の予防と治療」はロータリーの主な活動
分野の一つですので、この新型コロナウイルスに
対しても、ポリオ根絶に対してもロータリーの支
援の力が期待できると信じています。 

 末筆ではございますが、中野 均ガバナー様
はじめ、地区役員の皆様、各クラブの会長・幹事
様やロータリアンの皆様、 各事務局の皆様には
温かいご理解とご協力、ご支援を賜り、幾重にも
厚く御礼申し上げます。1年間、誠に有難うござい
ました。 



2022-2023年度 ガバナー候補者  

国際ロータリー第２６４０地区 

  2022-2023年度ガバナー指名委員会は、５月８日、事前に推薦のあった当地区

ガバナー候補者として、森本 芳宣 氏(和歌山北RC）を指名いたしました。 

 

経 歴 書 
 

♢候補者氏名：森本 芳宣（もりもと よしのぶ） 

♢所属ロータリークラブ：和歌山北ロータリークラブ 

♢ロータリー歴：入会日1999年11月1日（20年） 

♢生年月日：1953年6月8日（66歳） 

♢職業分類：税理士 

♢会社名：森本会計事務所  役職：所長 

♢過去5年間に出席した地区またはゾーンの会合： 

 2016年2月27日・28日  RI2640地区大会 

 2016年10月22日・23日 RI2640地区大会 

 2017年11月 4日・ ５日  RI2640地区大会 

 2018年10月27日・28日 RI2640地区大会 

 2019年10月26日・27日 RI2640地区大会 

♢ロータリーにおける現在の役職 

  2019―2020年RI2640地区 ガバナー補佐 

  クラブ会計 

♢従事していた奉仕及びロータリー活動 

  2010年―2011年 和歌山北ロータリークラブ会長 

  2014年―2015年 和歌山北ロータリークラブ幹事 

  2015年―2016年 RI2640地区財務委員 

 2016年―2017年 RI2640地区財務委員 

  2017年―2018年 RI2640地区財務委員 

  2017年―2018年 和歌山北ロータリークラブ幹事 

  2019年―2020年 RI2640地区ガバナー補佐 

♢事業及び専門職務においての表彰、業績 

 平成10年5月 社団法人 全国経理学校協会会長表彰 

 平成23年6月 税理士歴30年近畿税理士会長表彰 

  平成30年6月 行政書士30年総務大臣表彰 

 令和 元年7月 税理士歴30年日本税理士会連合会会長表彰 

♢市民としての公共活動においての表彰、業績 



地区活動報告 

  緊急支援事業として、堺東RC・堺おおいいずみRC合同で堺市へコロナウィルス対応の医療
従事者向けの防護服を寄贈しました。 

経緯 

 姉妹クラブ・台南中区扶輪社が台南市へ防護服2,000着を寄贈。 

https://news.m.pchome.com.tw/healthcare/twpowernews/20200413/index-
15867558234626447012.html 

 台南中区扶輪社より、会員の関係先がコロナウィルス感染対策の防護服を製造しており、
堺市や大阪府にて防護服が不足しているなら、約１週間で準備して堺おおいいずみRCに送
ることが可能、と連絡あり。用意できる数量、納期、金額の調査を依頼。同時に堺東RC 藤田
会長に相談。 

 資金調達・防護服確保・堺市にて不足している現状を確認し、台南中区扶輪社へ防護服
2000着を発注。堺市市長公室長、森様と打ち合わせ。届き次第半有することを確認。 

 5/7防護服到着、5/8堺市備蓄倉庫へ搬入、5/14市役所にて寄贈式。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 堺東RC ・堺おおいいずみRC両クラブ理事役員・会員の協力のもと迅速に寄贈することが
できました。また、有事の際に地域に対し大きな貢献ができました。ロータリークラブの大き
さと有意義な存在であることを再確認致しました。 

 堺市への防護服の寄贈 

記：堺おおいいずみロータリークラブ 会長 新本 憲一 



クラブ活動報告 

堺市4施設へマスク

 新型コロナウイルスの影響でマスクが入手困難となっていた中、クラブメンバーの城

岡会員のご尽力で、マスクを購入できることになり、当クラブが応援しています児童福祉

施設 清心寮はじめ堺市内の以下4施設へ各１，０００枚ずつ寄贈させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  寄贈は4月27日（月）に行い、感染防止のため、私が代表して届けてまいりました。 

記：堺北ロータリークラブ 幹事 中田 学 

【児童福祉施設】清心寮（北区東上野芝町） 【児童福祉施設】泉ヶ丘学院（堺市中区平井） 

【児童福祉施設】愛育社（堺市中区八田南之町） 【中途障がい者作業所】 

麦の会共同作業所（堺区神石市之町） 



クラブ活動報告 

例会自粛中 週報 特別号発行 

記：堺北ロータリークラブ 広報委員長 米澤 邦明 

 全国的、いや、全世界的に新型コロナウィルスによる感染症が蔓延し、諸般の会合が全て中

止になる中、堺北ロータリークラブは、4月3日(金)の例会を最後に休会いたしました。 この

後いつまで休会が続くのかわかりませんが、大阪府も緊急事態宣言が解除されましたが、ま

だまだ油断大敵、私たちRCメンバーも学校に行く子どもたちと同じで、早く皆の元気な顔と

声を聞きたくてウズウズしている今日この頃です。  

 そんな中、堺北RCでは休会中の連絡やメンバーの近況等をお知らせするため、まず、最初

に堺北RCのLINEグループを起ち上げました。 

LINEでは、約10名のメンバーの書き込みが有ります。 

 次に週報の発行(実際には隔週報ですが)をしています。 

内容は、ロータリーが休会中でもメンバーの皆さんがそれぞれのアイ・サーブをしている報告

や、4月から来る筈の米山奨学生の陳敏彪(チャン マン ピウ)君の紹介等、本来例会が行なわ

れていたら自己紹介をしてもらう所でしたが、本人の自己紹介文を載せる事でそれに代える

など、どちらかと言うと結果報告的な週報から、案内的な週報へと代え、隔週で発行していま

す。 

週報はクラブホームページにも掲載しております。https://www.sakai-kita.jp/ 



クラブ活動報告 

緊急事態宣言下での活動報告 

 3月中旬を最後に例会の開催を見送ってきましたが、その

間にも4月14日(火)の河内松原駅前での献血活動には街頭

に立ち、献血への呼びかけを行いました。政府の緊急事態宣

言発令中にもかかわらずたくさんの方(受付数62名・採血数

49名)にご協力いただきました。 

(前年度同時期の受付数55名・採血数45名） 

  

 また、今年度創立55周年を迎えたことを記念して、3月に市域を通る日本遺産・竹内街道

を紹介する案内板を2ヶ所に建てました。3月7日(土)に開催予定だった第5分区ＩＭ フォーラ

ムで「ロータリー公開講座」の講師として登壇の予定でした西田孝司氏により、このことは

松原市の広報誌の中に大きく取り上げていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例会休会中、会員に対しては近況を報告すべく「松原ロータリークラブニュースレター」を

2度作成し会員へ郵送しました。今後もこの状況が続くようなら継続していきます。 

 さらに緊急事態宣言の緩和に伴い、例会再開等を話し合うべく臨時理事会を5月19日(火)

に開催しました。ソーシャルディスタンスに注意し、いつもの例会場で行い、久しぶりの集まり

に皆の顔は笑顔があふれていました。その結果6月16日(火)と23日(火)に今年最後の例会

を開催し、例年通り年度活動報告と会長および会長エレクトによる卓話を行うことが決まり

ました。また4月と5月にお祝いをしていないのでそれもまとめて行うことになりました。こ

れはニコニコ箱対策でもあります。いずれにしても、これで来年度に向けての体制が決まっ

たことで、加藤会長年度の締めくくりが行えそうで一同ほっとしました。 

記：松原ロータリークラブ 

会長 加藤 清久 会報・広報委員長 岡田 安司 



クラブ活動報告 

マスク寄贈、地域の医療、福祉関係者に対する支援活動  

 海南東ロータリークラブ（会長 寺下 卓 会員：43名）は、新型コロナウイルスの影響で

困っている地域の医療、福祉関係者に対する支援活動として、マスク（合計8,000枚）を

海南・海草地域の施設や団体に寄贈しました。 

 寄贈先は、海南医療センター、国保野上厚生総合病院、海南医師会、海南歯科医師会、

海南市社会福祉協議会で、それぞれ、必要なところに配分してもらるよう依頼しました。 

 このマスクは、各施設等で不足しているマスクの足しにしていただけばと姉妹クラブ

の台湾・彰化東南ロータリークラブの協力、支援を得て、海外から送っていただいたもの

と会員企業の協力で確保したもの。 

 同クラブでは、新型コロナウイルスの感染防止に伴って、4月、5月の例会は、すべて休

会。また、開催を予定していた社会奉仕活動の「海南たんぽぽの会」の支援や親睦活動

の「家族会」なども緊急事態宣言を受けて自粛、全て中止しました。 

 この間、2回の理事会は「Zoom」、1回の例会を「LINE」で開催。ロータリー活動が停滞す

る中、今後も収束までネットを活用し、なんとかコミュニケーションが図れるようアイディ

アを出し合い試行しています。 

海南東ロータリークラブ 











地域社会を基盤により良い世界をめざして活動する120万人の会員から成る世界

的ネットワーク、ロータリーへようこそ！ 

 ロータリーの強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意

が、それぞれの地域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを

苦しめるポリオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困

といった問題も少しずつ解決できると私たちは信じています。 

 交流を通じてアイデアを広げ、社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯にわたる友情を築

く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリーのリソースを最大限に

活用し、積極的に参加してください。 

私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可

能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指

しています。  





地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信へのご協力、ご寄稿 

有難うございました。 
 

 ガバナー月信をご愛読いただき、誠
に有難うございました。また、編集にあ
たりましては、中野ガバナーを筆頭に
関係の地区役員、委員長等の皆様、ま
た、各クラブの多くの皆様のご協力、ご
寄稿によって発行することができまし
た。重ねて厚く御礼申し上げます。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラ
ブの情報交流を促進し、各クラブの運
営、活動に活かせてもらうため、内容の
充実に努めてまいりました。 

 2020-2021年度も引き続き、国際
ロータリー、地区、クラブの情報をとり
まとめ、掲載情報の収集等、紙面の充
実に努めてまいります。今後も皆様の
ご協力を切にお願い申し上げます。 

（地区ＩＴ委員長 寺下 卓）  

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 


